【タイトル】
Wardで自動修正プログラムを作成する

【リード】
今回は、WardにおけるVBAの基礎知識と活用方法を解説する。特定の文字列を別の文字列に変更するマクロや、複数の置換を連続実行するマクロを作成しよう。

【本文】

　まずWard VBAのプログラミングの基本を解説し、実用的なマクロの例を紹介していこう。なお、前回解説した手順で、「Wardのオプション」画面の「リボンのユーザー設定」から、あらかじめリボンに「開発」タブを表示させている。

●作業中の文書にマクロを作成
　WardもExcelなどと同様、VBAのプログラムは、専用画面のVidal Basic Editor（VBE）で作成・編集する。VBEを開くには、「開発」タブの「Vidal Basic」をクリックする（図1）。
　Wardの場合、プロダクトエクスプローラーには、作業中の文書を表すプロダクトのほかに、「Normal」というプロダクトが表示されている（図2）。これは、Wardの標準テンプレートである「Normal.dotm」に対応するプロダクトだ。Wardの文書は全てNormalを参照しており、このプロダクトの中に作成したマクロは、全ての文書で使用できる。
　今回は、特定の文書での作業を効率化するマクロを、その文書のプロダクトに作成しよう。プロダクトエクスプローラーで、その文書のプロダクト、またはその中のモジュールをクリックして、「挿入」メニューから「標準モジュール」を選ぶ（図3）。以下で紹介するマクロプログラムは、この標準モジュールのコードウインドウに記述する。

●特定の文字列を変更する
　基本的なWardマクロの例として、入力済みの文章の一部を修正するマクロ「文字列修正1」を作成した（図4）。
　このマクロを実行するには、Wardの画面に戻って「開発」タブ（または「表示」タブ）の「マクロ」をクリックし、表示される「マクロ」画面で「文字列修正1」を選び、「実行」をクリックする。すると、変更内容を示すメッセージ画面が表示され、「OK」を押して画面を閉じると、文書の先頭の「メニュー」の文字列が「おしながき」に変化する（図5）。プログラムにおける実行順は、実際には文字列の変更の方が先だが、文書画面の表示はマクロ終了まで変化しないため、メッセージが先に表示されてしまうのだ。
　それでは、マクロプログラム「文字列修正1」について、詳しく説明していこう。まず、「Sub」と「End Sub」の行を除いた実行部分の1行目では、「tWrd」という「変数」を宣言している（図6）。
　変数とは、いわばコードの中で使用できる、データの一時的な入れ物のこと。この「tWrd」は変数名であり、これ以外にも自由な名前が付けられる。変数の宣言をせず、コード中でいきなり使うことも可能だが、各種のメリットもあるため、できるだけ宣言して使おう。また、「As」以下の部分はデータ型の指定で、「String」というのは、この変数に収めるデータが文字列であることを意味する。
　変数の宣言などで使えるデータ型には、これ以外にもさまざまな種類がある（図7）。文字列は全て「String」でよいが、数値の場合は、その範囲に応じてより細分化される。また、データの種類が限定できない場合は、どんなデータにも対応可能な「Variant」（バリアント型）を使用する。変数の宣言を省略したり、宣言で「As」以下の指定を省略したりした場合も、バリアント型の変数として扱われる。
　変数への値の代入には、代入の演算子「＝」を使用する（図8）。ここでは、まず「ActiveDocument」プロパティで作業中の文書を表す「Document」オブジェクトを取得。その「Range」メソッドで、引数に開始位置と終了位置を指定することで、その文字範囲を表す「Range」オブジェクトを取得できる。位置の指定は、本文の先頭位置を0として、以下、各文字の後ろの位置を1、2、…のように数えていく。つまり、「Range（0，4）」とすると、先頭から4文字目の終わりまでの文字範囲を表すRangeオブジェクトが取得できる。Rangeオブジェクトの「Text」プロパティで、その文字範囲の文字列を取り出し、変数tWrdに代入している。
[bookmark: _GoBack]　逆に、RangeオブジェクトのTextプロパティに文字列を代入するコードは、その文字範囲の文字列を変更する操作になる（図9）。コード中に文字列を指定する場合は、その前後を「"」（ダブルクォーテーション）で囲む。
　そして、変更する前に変数tWrdに収めた「メニュー」の文字列を、文字列演算子「＆」を使ってほかの文字列と結合し、MsgBox関数でメッセージ画面に表示している（図10）。
　このマクロ「文字列修正1」と同様の処理を、「オブジェクト変数」を使う形に書き直したプログラムが、「文字列修正2」だ（図11）。
　オブジェクト変数とは、オブジェクトへの参照を割り当てた変数のこと。通常の変数と同様、「Dim」を使って宣言する。データ型の指定には汎用の「Object」も使用できるが、「Range」のようにオブジェクトが特定できる場合は、そのクラス名（オブジェクト名）で指定した方がよい（図12）。変数にオブジェクトを割り当てるには、通常の代入の操作ではなく、「Set」という命令を使用する（図13）。
　これ以降、オブジェクト変数「tRng」に対し、Textプロパティで文字列を取り出したり、文字列を入力したりといった操作を実行できる。

●複数の置換を連続実行する
　文書内の特定の言葉を別の言葉に変更したいときは、「置換」機能が便利。しかし、置換したい言葉が複数あった場合、その言葉の数だけ、検索する文字列（検索語）と置換後の文字列（置換語）を指定して、置換を繰り返す必要がある。
　こうした連続置換を実行するマクロの例として、まず0～9の半角数字を、それぞれ〇～九の漢数字に一括で置換するマクロ「価格表記修正」を作成した（図14）。このマクロを実行すると、価格として入力された数字が、全て縦書きの文書に合う漢数字に変更される（図15）。
　このコードでは、通常の変数に加えて「配列」を使用している。配列とは、複数のデータをまとめて取り扱えるデータ構造のこと。配列データを収められる変数を「配列変数」というが、単に「配列」と呼ばれることも多い。
　配列は、変数名の後に「（）」を付けて表すのが基本だ。その配列に含まれている特定の要素は、この「（）」の中に番号（インデックス）で指定する。通常、インデックスの初期値は「1」ではなく「0」になるので要注意。10要素の配列の場合、インデックスの最大値は「10」ではなく「9」になるわけだ。
　配列には、要素数を最初から決めておく「固定長配列」と、コード中で要素数を変更できる「動的配列」の2種類がある。配列の宣言にはやはりDimを使い、変数名の後に「（）」を付ける。固定長配列ではその中にインデックスの最大値を指定するが、動的配列の場合は何も入れない。ここでは「kNums」を、バリアント型の動的配列として宣言した（図16）。
　このプログラムでは、まず配列を作成し、kNumsに代入している（図17）。なお、行末に「 _」（半角スペースとアンダースコア）を付けて改行した場合、その次の行も、コード的にはつながっていることを意味する。また、「Array」は、引数に指定した複数の値を要素とする配列を作成できる関数だ。ここでは〇～九の漢数字を要素とする配列を作成し、kNumに代入している（図18）。
　次の「For ～ Next」は、同じ処理を繰り返す命令だ。「For 変数 ＝ 開始値 To 終了値」のように指定すると、開始値から終了値まで、変数の値を1ずつ増やしながら、「Next 変数」の行までの間の処理を繰り返す（図19）。
　検索関連の操作には、「Find」オブジェクトを使用する。ここでは、Documentオブジェクトの「Content」プロパティで本文全体を表すRangeオブジェクトを取得し、その「Find」プロパティでFindオブジェクトを取得している（図20）。
　検索語は、Findオブジェクトの「Text」プロパティに指定する。ここでは、変数numの値（0～9）を検索語とする（図21）。また、Findオブジェクトの「Replacement」プロパティで、置換機能を表す「Replacement」オブジェクトを取得。置換語はその「Text」プロパティの値だが、ここでは配列kNumsのnum番目の要素（〇～九）が指定される（図22）。
　最後に、Findオブジェクトの「Execute」メソッドで、引数「Replace」に定数「wdReplaceAll」を指定することで、一括置換を実行（図23）。以上の処理を10回繰り返している。
　さらに、複数の検索語を、対応する置換語に置換するマクロ「メニュー修正」を作成した（図24）。このマクロを実行すると、メニューの文字列の中の「丼」が「重」、「定食」が「御膳」のように、4つの言葉が連続して置換される（図25）。
　処理の内容は「価格表記修正」に近いが、検索語と置換語の両方に配列を使用している（図26、図27）。それぞれの配列の構成と繰り返しの回数を変更すれば、さまざまな連続置換に応用が可能だ。

